
　この後記を執筆している 2011 年 12 月 12 日に，今年の漢字が発表されました．2011 年
の漢字は「絆」でした．2011 年 3 月 11 日以降，わたくしたちは日常の平凡さがどれだけ
大切か，家族や友人たちの「絆」がどれだけ重要か，さまざまな思いを抱いてきました．
どのような慟哭であっても，その喪失に向き合う痛切には及ばないのだと感じます…．
　本特集は「慢性疼痛への包括的アプローチ」です．大道論文に示されているように，「痛
みは主観的なものであり，これまでの…情動的体験に」修飾され，複雑な病態を持つとさ
れます．このような複雑さへのアプローチが「包括的」の意味するところであり，学際的
な「痛みセンター」の重要性が指摘されています．住谷論文では，慢性疼痛のメカニズム
に関して，特にその脳内機序の観点から，幻肢痛におけるミラーセラピーの効果が論じら
れています．ミラーセラピー自体は特別な機器を必要としない臨床的方法なので，大変興
味深いものです．櫻井論文では，理学療法士に関連性の高い「筋機能障害」と慢性疼痛の
関係について運動時痛による評価アルゴリズムが紹介されています．白井論文では，脳卒
中後の中枢痛（central post－stroke pain）と複合性局所疼痛症候群（CRPS）についての，
臨床的特徴，評価法と理学療法の具体例が示されています．増田論文ではがん症例におけ
る慢性疼痛の問題が論じられています．主要な臓器におけるがん性疼痛の特性が示され，
これらに対する理学療法アプローチが紹介されています．相澤論文では，切断症例に認め
られる慢性疼痛である断端痛と幻肢痛が取り上げられ，様々な誘因についてのわかりやす
い解説と理学療法アプローチとして TENS などが紹介されています．いずれの論文も最新
の知見に基づき多方面にわたり，慢性疼痛に関してまさに包括的といえる内容になってい
ます．
　「講座」では，「加齢に伴う臨床検査値の変化」について詳細に述べられています．冒頭
で「高齢者の基準値は存在するのか？」という問題提起がなされ，高齢者独自の基準値を
設定することの困難性に言及されています．この続きはぜひご一読を！このほか，「臨床
実習サブノート」では著者の安田先生が，学生時代に「頸髄損傷例の寝返り・起き上がり
動作獲得の課題を与えられた時に，試行錯誤した」と述べられていることには現在臨床実
習に苦労している学生さんもほっとするのではないでしょうか．大森論文「訪問リハビリ
テーション時の状態把握のコツ」では，運動量の把握において，動作の環境としての椅子
の高さを記録しておくことが重要である，との指摘はまさに「コツ」といえるものと思い
ます．
　深い悲しみは心の痛みをもたらすといわれます．この痛みをすぐに取り去るコツはあり
そうもありませんが，わたくしたちにできることは忘れないこと，憶えていること，そし
て同じ日本の同じ時間を過ごしたという「絆」という共感覚を持ち続けることなのだと思
います． （網本　和）
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